
①当初予算での財源対策として、５億円程度の取り崩しを見込む。

②決算を行った際に、結果として取り崩し額が「ゼロ」が理想。

　⇒　財政調整基金の単年度収支がプラスとなることから、会計全体で４億円程度の歳出削減が理想。

平成29年度から、決算時に財政調整基金の取り崩しを行い、単年度収支がマイナスに転じた。

⇒　少なくとも平成29年度の単年度収支マイナスを解消したいことから、

　　今回の公共施設マネジメントにより削減する歳出は、1億円程度が目安と考えられる。

加賀市の財政状況
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財政調整基金取り崩し額の推移

当初予算時（黒字） 決算時（赤字）

①当初予算で５億円程度の取り崩し見込み。

⇒ 財政調整基金の単年度収支がプラス。

②決算時では、取り崩し額「ゼロ」が理想。
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